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警察官を目指したきっかけ

現在の仕事とやりがい

“当たり前の日常を守る”ことへの
意識の変化

警察官という職業はとてもやりがいのある職業です。
人のために、社会のために何か自分の力を活かしたい
という強い気持ちがあれば、どのような部署でもやり
がいを持って活躍し続けれると思います。
しかし、辛いことや厳しい現場に直面することは必ずあ
ります。そのような場面を乗り越えた先に県民が安全
に暮らせる社会の実現が成り立っていると思います。
共に警察官として、安心して暮らせる安全な新潟の実
現に向けて働きましょう。

メッセージ

現在の仕事は交通機動隊という部署で働いており、
主な活動としては、白バイやパトカーを使って交通指
導取締りを行っています。交通指導取締りを通してド
ライバーや歩行者等へ安全意識を持ってもらい、新潟
県の悲惨な交通事故を一件でも減らし、交通事故防
止活動に貢献することで県民の命を守れることにや
りがいを感じています。

私の所属している交通部は、交通の安全と秩序を守
り、道路を円滑にする事を目的としています。テレビ
などで報道されている通り、悲惨な交通事故は後を
耐えません。交通事故を起こしたくて起こしている人
はいないと思います。いつ悲惨な交通事故が起きて
もおかしくない状況で、誰が当事者になるかも分かり
ません。このように私が今、当たり前の日常を守るた
めに、交通機動隊という部隊で交通指導取締りを積
極的に行うことで県民の方が安全に暮らせる社会を
作り、当たり前の日常を事前に守れるようにというこ
とを意識しています。

子どもの頃から人の役に立つことに喜びを感じる性

格であったことから、就職先進路を決める際に、人の

ため、社会のために働ける、やりがいのある仕事をし

たいと思ったのがきっかけでした。そのような職業は

他にもたくさんあるのですが、私は、小学校から高校

生まで野球をしており、体力には自信があったので、

その体力と、人の役に立ちたいという気持ちを活かせ

る仕事が警察官であると感じたことから、警察官を目

指しました。警察官は県民と身近な存在で憧れの職

業でもあり、その中に身を置いて、自分のやりたいこ

とを見つけ、県民の役に立ちたいと思っています。


